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１．はじめに 

 われわれは、高校教育と大学教育間のギャップを埋めることを目的として予備的な性格を持つ科学教

育（講義）を始めた。さらに１９９６年からはこの予備的な講義を補完するために、学内ＬＡＮを利用

した自然科学に関する教育／学習システムの開発・構築に取り組んできた。この学会の前身のひとつで

ある化学ソフトウエア学会（筑波、２０００）ではこのシステムの双方向性の強化について報告した。

しかしながらどのようなシステムであれ、結局はシステムの成否はコンテンツに依存する。そこで今回

は、化学教育の教材開発、なかんずくＪａｖａアプレットによる動的な表現を利用した教材の開発につ

いて報告する。 



２．動的表現を用いた教材の開発  

インターネット上の教材すなわちホームページ教材は、その大半がテキストと静止画像で構成されて

いる。しかしながら動的な表現を利用した教材がその中に組み込まれることで、教材全体に対するユー

ザーの興味と関心をより強く喚起することが出きる。そこで本報告では動的な画像を利用する化学教育

教材の開発について述べる。動的な表現を行うにはＪａｖａ言語を用いたプログラムすなわちアプレッ

トを制作するのが最適である。これらの動的な表現を行うアプレット教材は、教材の目的や性格により

次の３つのタイプに分類できる。一つは①シミュレーションタイプで、客観的な根拠をもったモデルに

基づいた計算結果を分かりやすくするために動的画像として忠実に再現していくものである。次が②ア

ニメーションタイプで、変化の様子などを誇張された動的画像表示を行うことで理解させるものである。

３つ目は③動的表示タイプともいうべきもので、必ずしも動的ではない事柄であってもそれを、より強

くユーザーに印象づける手段として動的表現を取り入れたものである。以下、それぞれのタイプについ

て、実例を挙げながら解説していく。 
 
①シミュレーションタイプ 

化学平衡： 化学平衡という概念は、化学教育における重要な獲得目標の一つである。窒素ガスと水素

ガスとからアンモニアガスを生成する化学反応を例にとって、反応温度を様々に変化させた場合のアン

モニア合成の様子をシュミレーとする。反応温度は３００Ｋから１０００Ｋの範囲とし、窒素と水素は

化学当量とし、それらがすべてアンモニアに変化したときの全圧を１０ａｔｍとする。必要な熱力学デ

ータは JANAF 表からとった。 

 
②アニメーションタイプ 

可逆変化と不可逆変化： 熱化学を学習していく過程で、可逆変化と不可逆変化を明瞭に区別して理解す

ることが重要である。そこで気体の膨張／圧縮を例にとり、マルチステップとツーステップを対比する

ことで、両者の違いが分かるようにした。すなわち可逆変化はマルチステップの極限として達成される

ことを理解させるものである。 

真空への自由膨張： 真空への自由膨張によって気体は何らの仕事をせず、その結果、気体温度も変化

しないことを理解させる。そのためにガラス壁で仕切られた２つの室で、一方には気体がもう一方は真

空とし、ガラス壁を破った後の気体の膨張過程で気体粒子の速度、すなわち温度が変化しないことを示

す。 
 
③動的表示タイプ 

動的周期表： 元素の物理的・化学的性質は周期表で見るとある傾向を持っていることが示される。た

とえばイオン化エネルギーや電子親和力、電気陰性度などの変化がある傾向を示す。それらの傾向を動

的に表現し、視覚化することで周期表が本来持っている優れた表現能力を全面的に引き出すことが出き

る。 

 


